
公益財団法人 

国際文化フォーラムの事業 

www.tjf.or.jp 
1 



2 



21世紀という時代 

人やモノや情報が国や地域を超えて 

行き交うグローバル社会。 

 

日本国内でも学校で、地域で、職場で、 

多言語多文化状況が進んでいます。 

 

グローバル社会が進展するこれからの時代、
子どもたちの活躍の舞台はますます世界に
広がっていくでしょう。 
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こんな時代を生きていく子どもたちが 

自分たちの未来を切りひらいていくために 

必要な力は何でしょうか。 

子どもたちに必要な力 

他者と対話する力、共感できる力、 

異なることば・異なる文化の人びとと協働し、 

新しい何かを創造する力…… 
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TJFの事業 

TJFはこれらの力を育むための外国語教育と 

交流事業を国内外で行っています 
 

 1.海外の小中高校における日本語教育と 

     日本の文化に対する理解を促進する事業 

 

 2.日本の小中高校における外国語教育と 

        多様な文化に対する理解を促進する事業 

 

 3.国内外の小中高校生間や教育関係者間の 

        交流を促進する事業 
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多文化共生と人間関係の温暖化を
めざした日本語教育 

日中の中学生が出会い、関係を深める 

ストーリー漫画で日本語を学ぶ 
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人との関係を紡ぐことを 

考慮した内容を 

積極的に取り入れた 

 

▸ であう／話しかける／ 

  ほめる 

▸ 遊ぶ／応援する 

▸ 意見が衝突する 

▸ 意見を調整する 

▸ 別れる 
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いまの「日本」を 日中英の３言語で発信 

 
 

www.tjf.or.jp/clicknippon 
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海外の小中高校生が興味をもつトピックを 

「文化」と「人物」の二つの視点から紹介 
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21世紀スキルを育成する 

日本語教育をサポート  

米国の初中等レベルの日本語教育の拠点地域 
ウィスコンシン州メナーシャ市をサポート 10 



つながりの実現をめざした 
外国語教育に向けて 

「外国語学習のめやす2012」 

 
高等学校の 

中国語と韓国語教育から 

つながりの実現をめざした 

新たな外国語教育を提案 

 
キーコンセプトは 

３ｘ３＋３ 
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■理念や目標だけでなく、 

   明確な学習目標から、 

   授業設計や評価の方法までの 

   全体像を提示 

 

 

■めやすウェブサイトで 

   学習内容や活動例、授業案など、 

   豊富な素材を公開し、 

   現場の教師をサポート 

 
 

「めやす」の特徴 
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日本語を学ぶ世界の中高校生と 
日本の中高校生が参加するSNS 

www.tsunagaaru.com 

▸２０ヵ国・地域 

 

▸約1400人の中高校生 

 150人以上の教師が 

 利用中！ 
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日本大震災で被災されたみなさまが 

早く元気を出せる 

ように、 

絵をかきました。 

 

右の猫が日本で、 

左の猫が中国です！ 

中国は日本をおうえんしていますよ！ 

ファイト！！ 

 

私は、何をすればいいのか分からない， 

だから、せめて、私の祈る気持ちだけ 

でも、伝えたいです！ 

中国の高校生の投稿したエッセイ（日記） 

白いすな  

とめどなく海 

きょうリにおい 
 
 
White sands,  
Never-ending ocean,  
It smells like 
home.！ 

ニュージャージー 

フォト俳句コミュニティ 
アメリカの高校生の投稿 
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日本語を学ぶ中国の高校生と 
中国語を学ぶ日本の高校生の交流と協働の場 

「サマーキャンプ」 

日本の高校で中国語を 

学ぶ高校生100名と 
 

中国で日本語を学ぶ 

高校生50名が 
 

1週間いっしょに 

寮生活をしながら 
 

共同活動に取り組む 
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課題と感じていること 
中国の第二外国語教育が抱える課題 

 ●教育行政者や保護者に二外（日本語）の意義が十分 

 アピールできていないため、位置づけが脆弱であり、開講 

 状況が流動的。 

  ●新しい外国語教育の目標、内容、教育方法を現場の教師 

 と十分に共有できていない。 

 

交流プログラムが抱える課題 

 ●海外の日本語教育現場が交流相手を求めても日本側に 

 受け皿が探しにくい。 
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